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白敬 の懸命座 愈 へ 銃愈後は

す改名の郎雨嘗々 てし御に

一
竺
臼
冠
鱈
｝
は
手
日
前
よ
り

前
賣
切
符
頚
賣
致
し
居
り
ま
す

前
賣
切
符
専
用
電
話
南
⑮
四
七
壼
壼
番

一
般
御
用
の
電
話
南
⑮
―
―

-to
匡
仁
＂

お
草
履
の
準
備
は
御
座
ゐ
ま
す
が
、
靴
、
草
履
は

そ
の
ま
4
御
入
場
出
末
ま
す
か
ら
御
便
利
で
御
座

ゐ
ま
す
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観
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萱

ー

等

席

ー

ー

圃

五

十

錢

（
一
階
座
席
―
―
工
＇
錢
上

9
)

二

等

席

一

園

二

十

錢

の部
三

等

席

五

十

錢

（
各
等
入
場
税
別
）

夜

ー

等

席

l_
＿

圃

五

十

錢

（
一
階
座
席
＝
＝
十
錢
上
リ
）

二

等

席

ー

園

五

十
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三

等

席

六

十

錢

G

（
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入
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税
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◇

初
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各

等

約

ー

ー

割
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昭

和

十

八
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二
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一
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初
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＿
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一
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時





初日一月二

演開部＝
時四夜•時一十査日初
時五夜•時二十賽日毎

日

如
月
の
人
形
浮
瑠
璃

査

夜

二

部

興

行

太
夫
・
三
味
線
・
人
形
綿
出
演

（部

繕

本

太

功
尼

ケ

綺

の

の 夜）

段記

七

時

五

十

五

分

ー

九

時

夜
の
部
）

（
打
出
し

取

干

雨

轍

猪

名

川

内

の

段

朝
日
文
化
賞
受
賞
記
念
上
演

義

網

干

本

櫻

逍

行

初

昔

旅

麟
竺
麟
贔
導
相
勤
め
申
候

伊

賀

越

道

中

双

六

沼

津

里

の

段

関

（部

濱
陣

屋

の

通
し
狂
言

ー

谷

撤

敦

盛

出

陣

門

須

、

磨

組

打

脇

ケ

熊

谷

浦

婁）

のの
陣

のの軍
のの

段段段段段段証E

六
時
廿
分
ー
七
時
四
十
五
分

（
幕
悶
十
分
）

五
時
四
十
分

1
4、
時

十

分

（
幕
問
十
分
）

五

時

！

五

時

飛

分

（
幕
問
十
分
）

+
-
1

時

f
+
11
時
五
十
分

（
幕
問
五
分
）

．
十
二
時
五
十
五
分
ー
一
時
十
五
分

1
時
ふ
＇
五
分f

一
時
罰
~
分

1
時

舟

分

f
11
時

十

分

（
幕
問
十
分
）

1一
時

廿

分

1
11
時
五
十
五
分

（
幕
問
十
分
）
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分
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甘
五
分

賽
の
部
）

（
打
出
し



の

後中口

函元鶴竹
段

澤竹澤本澤竹澤本澤本

友つ友雛八司叶播友津
ば 路磨
め太太太十
太 太太
平夫造夫造夫郎夫郎夫

賓
暦
元
年
十
二
月
十
一
日
（
二
四
一

E)
か
ら
初
め
て
豊
竹
座

に
上
演
さ
れ
た
。
作
者
と
じ
て
は
浅
田
一
鳥
‘
浪
岡
鯨
兒
、
並
木

正
三
、
難
波
三
蔵
、
豊
竹
甚
六
等
五
人
の
名
を
連
ね
て
ゐ
る
上
に

故
人
並
木
宗
輔
の
名
を
も
掲
げ
て
ゐ
る
。

C

並
木
宗
輔
は
賓
暦
元

年
九
月
、
本
曲
の
第
三
段
目
ま
で
を
作
っ
て
歿
し
、
そ
の
あ
と
を

他
の
浅
田
一
鳥
等
が
追
加
し
て
成
っ
た
と
去
は
れ
て
ゐ
る
）
そ
の

主
材
は
平
家
没
落
の
哀
史
中
、
一
谷
に
於
け
る
平
敦
盛
と
熊
谷
直

寅
と
の
組
打
、
藤
原
俊
成
と
平
忠
度
と
の
訣
別
、
平
忠
度
と
岡
部

敦

盛

出

陣ヽ
A
もこ

敦

盛

出

陣

の

段

陣

門

の

段

須

磨

浦

の

段

組

打

の

段

脇

ケ

濱

の

段

熊

谷

陣

屋

の

段

V 

狂逼

言し

『

斎

蜘

叩

記

【

董

之

部

】

四



熊

谷

小

次

郎
人

直
家形

役

吉
割
鶴竹

田＿澤本

榮

郎

長

尾

太

夫

洞

八

陣

門

の

玉

織

姫

妻

染

衣

妻

裏

葉

妻

槙

尾

平

網

盛

御

豪

藤

の

局

無

官

太

夫

敦

盛

大

館

玄

番

成

田

五

郎

取

次

の

．

侍

こ

し

元

雅

兵

の

大大大桐吉吉桐桐吉吉桐桐

竹田田竹竹田田竹竹

ぜぜぜ紋榮 多紋

之玉＝
政門兵紋
＿． 三太

いいい助市郎饂造郎次郎司

五

六
禰
太
と
の
合
戦
等
か
ら
と
り
、
全
五
段
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、

初
段
の
切
敦
盛
出
陣
か
ら
二
段
目
一
の
谷
陣
門
、
須
磨
浦
組
打
ち

に
な
り
、
次
い
で
一
―
―
段
月
の
脇
ケ
濱
か
ら
熊
谷
陣
屋
へ
と
疲
展
す

る
美
し
く
哀
し
い
戦
物
語
で
、
陣
屋
が
全
篇
の
山
と
も
な
っ
て
ゐ

る
。
尚
、
二
段
目
の
切
林
住
家
流
し
の
枝
の
段
も
詩
惜
あ
る
場
面

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
六
禰
太
、
忠
度
に
絡
む
別
筋
で
直
接
四
段
目

以
下
（
連
絡

L
て
ゐ
る
か
ら
、
少
く
と
も
全
曲
の
主
流
た
る
熊
谷

庫
賞
の
件
り
は
今
回
の
通
し
上
場
で
一
應
完
結
さ
れ
て
ゐ
る
と
み

る
こ
と
が
出
来
る
。

大
納
言
平
時
忠
は
平
経
盛
の
養
女
と
し
て
消
は
し
た
敦

盛
の
愛
人
玉
織
姫
を
取
り
返
へ
し
て
平
山
武
者
所
に
婆
は

さ
う
と
て
、
輻
原
の
経
盛
館
へ
使
者
大
館
玄
番
を
送
っ
た

が
、
玉
織
姫
は
玄
番
を
斬
り
殺
し
て
敦
盛
と
夫
婦
の
杯
を

済
ま
し
た
。
か
く
し
て
敦
盛
は
甲
胃
姿
も
勇
し
く
一
谷
へ

と
出
陣
す
る
。

其
後
へ
平
山
の
郎
黛
成
田
五
郎
が
軍
兵
大
勢
を
引
具
し

て
罷
盛
の
館
を
襲
ふ
て
来
た
が
、
純
盛
の
御
棗
藤
の
局
や

梗

概



組

打

の

本

野

澤

~
 

・

加

役

割

~. 

無

官

太

夫

敦

盛

吉

田

賞
＾
小
次
郎
宜
家

榮

郎

吉住

三太

郎夫

平玉

山

武織

者

所姫

士桐

玉紋

徳司

段
鶴豊

呂

賀

太

夫

寛

治

郎

無
官
の
太
夫
敦
盛
は
養
父
経
盛
に
代
つ
て
一
谷
の
要
害

を
固
め
て
ゐ
た
。
一
二
月
初
旬
の
暗
夜
。
小
次
郎
直
家
は
先

謳
し
て
初
陣
の
高
名
を
顕
は
さ
う
も
の
と
一
谷
の
陣
門
に

突
進
し
た
。
然
し
折
か
ら
の
城
内
に
起
る
管
絃
の
音
に
心

耳
を
澄
ま
し
物
の
あ
は
れ
に
打
た
れ
て
闘
志
は
鈍
っ
た
。

こ
の
時
平
山
武
者
所
が
駒
を
早
め
て
謳
け
来
り
先
陣
を
譲

る
と
呼
ば
は
っ
た
。
血
氣
に
は
や
る
小
次
郎
は
其
の
詞
に

ふ
は
と
乗
り
遮
一
＿
無
ー
一
敵
陣
に
肉
藩
し
た
。
熊
谷
直
寅
は

愛
子
を
見
失
う
て
狂
へ
る
獅
子
の
如
く
凱
身
城
内
に
突
入

し
直
家
ー
ー
賓
は
敦
盛
を
救
ひ
出
し
手
負
ひ
と
低
つ
て
連

れ
蹄
へ
っ
た
。
、
•

卑
怯
な
平
山
は
直
賓
父
子
を
戦
死
さ
せ
よ
う
と
し
て
営

が
外
れ
、
敦
盛
ー
—
宵
は
直
家
等
に
切
立
て
ら
れ
て
逃
げ

須

磨

浦

の

平

山

武

者

所

熊

谷

次

郎

直

賓

無

官

太

夫

敦

盛

±±±  
ロロロ

田田田
榮
玉玉

得
侍
女
逹
の
應
戦
に
、
五
郎
の
軍
勢
は
散
り
ん
＼
に
な
り
、

造
藤
の
方
の
矢
先
き
に
五
郎
は
射
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

郎
藤
の
方
は
侍
女
と
共
に
平
家
一
門
の
落
ち
行
く
跡
を
慕

う
て
船
場
の
磯
～
急
ぐ
。

六





脇 軍

ケ

娘

1Jヽ

雪

須

の

股

運

平

竹豊

本

越

名

太

夫

竹

松

島

太

夫

番咽雀咽雀吃昆吃昆歯
沙沙ぬ

場ののののののののけ

の丹丹 五五の

忠兵兵
忠 忠又左又左奥
衛衛次

太衛吉衛吉平門平門郎

~ ――--- ---豊竹豊竹竹

本

津

磨

太

夫

竹

司

太

夫

本

播

路

太

夫

竹

つ
ば
め
太
夫

本

雛

太

夫

竹

本

石

屋

禰

陀
,. 
ノ‘
ー・段
竹豊

本竹

富

太

夫

―
―
―
瀧
太
夫

隅

若

太

夫

濱

の

玉平熊

山 谷

次
織武
郎

者直

兵姫所貰

大

ぜ

い

桐吉吉

竹

紋
田 田

玉玉

司徳造

る
。
途
中
、
敦
盛
を
尋
ね
る
玉
織
姫
を
見
付
け
て
之
れ
を

捕
へ
、
我
が
意
に
従
は
せ
よ
う
と
し
て
拒
ま
れ
、
怒
つ
て

た。

姫
を
剌
し

敦
盛
ー
ー
質
は
直
家
は
御
座
船
の
後
を
慕
ひ
、
須
磨
の

浦
波
に
駒
を
乗
入
れ
、
鞭
を
あ
げ
て
進
む
。
熊
谷
直
賓
之

を
望
見
し
、
扇
を
あ
げ
て
磨
き
返
へ
し
勝
負
を
挑
ん
だ
。

．
 

若
武
者
は
駒
を
引
き
返
へ
し
た
。
そ
し
て
濱
邊
に
一
一
人
は

組
み
合
ふ
た
。
直
賓
は
相
手
を
組
敷
い
て
し
ま
っ
た
が
、

出
来
れ
ば
逃
し
て
や
り
度
く
思
っ
た
。
し
ば
し
た
め
ら
う

熊
谷
を
眺
め
た
平
山
武
者
所
は
平
家
方
の
大
将
を
組
み
伏

せ
乍
ら
命
を
助
け
様
と
す
る
の
は
二
心
に
紛
れ
な
い
と
叫

ん
だ
。
今
は
是
非
な
く
直
賓
は
念
佛
唱
へ
て
若
武
者
の
首

を
掻
き
切
っ
た
。
そ
し
て
曇
り
墜
を
張
り
上
げ
て
「
平
家

方
に
隈
れ
な
い
無
官
の
太
夫
敦
盛
を
熊
谷
直
官
が
討
取
っ

た
」
と
呼
ば
は
っ
た
。

平
山
の
為
め
に
深
手
を
負
ふ
て
磯
に
倒
れ
て
ゐ
た
玉
織

姫
は
そ
の
墜
を
き
く
と
む
つ
く
と
起
き
て
そ
の
首
に
鎚
り

つ
き
来
批
の
幸
せ
を
願
ひ
つ
4

死
ん
で
行
っ
た
。
直
賓
は

八



雑庄庄須番藤娘吃毘咽雀歯石

沙
の
ぬ

ののけ
屋

股のの小又五丹 の禰
孫孫
運忠

左忠、典

衛
兵
次
陀

作平太局雪平門衛吉郎

（替H侮役）

ク―――
大吉桐桐桐桐桐吉吉吉吉吉吉

竹竹竹竹竹田田田田田田

ぜ光紋紋 萬
亀 政紋亀常藤兵玉
之之太 次

屋屋の場

田

い助訟助郎飽司郎夫次一次助

力

揖
州
御
影
の
里
に
石
屋
が
あ
る
。
其
の
主
人
の
額
に
黒

子
が
あ
っ
て
、
恰
も
阿
弾
陀
如
来
の
白
奎
に
似
、
佛
道
に

欝
依
し
て
同
職
仲
間
と
念
佛
講
を
作
り
、
常
に
念
佛
を
唱

へ
て
ゐ
る
の
で
人
呼
ん
で
白
竜
の
禰
陀
六
と
い
ふ
。

一
人
の
美
し
い
若
者
が
こ
の
石
屋
に
石
碑
を
頼
ん
で
ゐ

た
。
そ
の
若
者
に
禰
陀
六
の
娘
小
雪
ー
ー
＇
賓
は
養
女
で
平

重
盛
の
娘
で
あ
る
が
ー
—
ー
が
懲
を
し
た
。
然
し
遂
げ
ら
れ

ぬ
懸
と
知
つ
て
若
者
は
娘
に
赤
金
緞
の
袋
に
入
れ
た
宵
葉

の
笛
を
典
へ
た
の
で
あ
る
。

禰
陀
六
は
こ
の
若
者
と
連
れ
立
つ
て
濱
邊
近
く
に
建
て

た
誂
へ
の
石
塔
を
検
分
し
て
ゐ
た
が
、
何
時
の
間
に
や
ら

若

者

の

姿

は

消

え

て

し

ま

っ

た

。

｀

折
節
娘
小
雪
は
若
者
を
慕
ふ
て
こ
の
濱
邊
へ
謳
け
つ
け

典
へ
ら
れ
た
形
見
の
笛
を
み
せ
る
の
だ
っ
た
。

そ
の
折
、
藤
の
局
は
梶
原
最
高
の
兵
に
追
は
れ
て
逃
げ

庄藤
屋

禰

作

の

局

豊
竹
呂
賀
太
夫
あ
は
れ
に
打
た
れ
た
。
世
の
無
常
が
ひ
し
ー
＼
と
胸
に
剥

豊

竹

千

駒

太

夫

み

込

ん

で

来

た

。

豊

澤

新

左

衛

門



石

屋

禰

糎

梶

原

平

次

景

高セヒ”
 六

吉吉

田

玉

田

多

助郎

源

義

田

玉

市

藤堤

の

局

吉桐

竹

政

亀

熊

谷

次

郎
直

次模模賓

-C替H侮役）

軍

桐

竹

紋

司

妻妻

相相

祠

竹

亀

松

百

田

光

之

助

吉

田

玉

造

鶴

澤

清

郎

切

竹

本

大

隅

太

夫

澤

仙

糸

前

熊

谷

陣

＇

屋

の

段
豊豊

竹

呂

太

夫

て
来
て
、
青
葉
の
笛
を
ち
ら
と
み
て
、
「
そ
れ
は
我
が
子

敦
盛
の
秘
蔵
の
笛
。
如
何
し
て
そ
れ
が
手
に
入
っ
た
」
か

と
間
ふ
。
居
合
せ
た
石
エ
等
は
こ
れ
を
き
く
と
「
そ
の
教

盛
様
は
須
磨
の
浦
で
討
死
な
さ
れ
た
」
と
熊
谷
直
賓
と
の

組
打
ち
の
顛
末
を
語
る
の
だ
っ
た
。
局
は
は
じ
め
て
我
が

子
の
戦
死
を
知
り
愁
歎
に
暮
れ
る
。

梶
原
の
郎
黛
逹
が
局
を
追
つ
て
来
た
。
禰
陀
六
は
石
エ

逹
と
共
に
藤
の
局
を
逃
し
て
郎
蕉
逹
と
争
ひ
、
須
股
運
平

．
と
云
ふ
士
を
叩
き
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

驚
い
て
駆
け
付
け
た
庄
屋
の
孫
作
を
先
き
に
立
て
4
禰

陀
六
始
め
石
エ
逹
は
人
殺
し
の
申
し
開
き
に
熊
谷
の
陣
所

ペ
と
出
掛
け
て
行
く
。

熊
谷
直
賓
の
妻
相
模
は
武
蔵
に
残
っ
て
ゐ
た
が
、
子
を

案
じ
夫
を
慕
ふ
て
百
里
餘
り
の
長
旅
を
つ
ゞ
け
、
一
谷
熊

谷
の
陣
所
に
辿
り
着
い
た
。

藤
の
局
は
敵
に
追
ゆ
れ
て
熊
谷
の
陣
所
と
は
知
ら
す
逃

げ
込
み
、
か
つ
て
憐
み
を
か
け
た
相
模
に
遡
逗
す
る
。
そ

1
.
 

0
 



し
て
共
に
宮
仕
へ
し
て
ゐ
た
時
の
昔
語
り
や
、
そ
の
時
共

に
懐
胎
し
て
ゐ
た
事
な
ど
を
話
し
て
互
に
奇
遇
を
喜
ん
だ

が
、
今
の
身
の
上
を
語
り
合
ふ
中
に
、
相
模
が
熊
谷
直
賓

の
妻
で
あ
る
と
き
い
て
驚
き
、
そ
の
直
賓
は
我
が
子
敦
盛

を
殺
し
た
敵
。
奮
恩
を
忘
れ
す
ば
助
勢
を
頼
む
と
哀
願
す

る。
相
模
は
こ
れ
を
慰
め
て
武
士
道
を
訛
き
、
戦
場
に
愛
し

子
を
送
る
母
の
心
懸
け
を
述
べ
た
。
然
し
そ
の
質
直
官
は

義
経
が
己
れ
に
典
へ
た
高
札
の
文
言
「
此
華
江
南
所
無
也

：
 ．．．． 
伐
一
枝
者
可
剪
一
指
：

．．．． 
」
と
あ
る
の
で
、
敦
盛
を

助
け
よ
う
と
す
る
義
鰐
の
諷
意
を
察
し
て
、
我
が
子
小
次

郎
直
家
を
敦
盛
の
身
代
り
に
立
て
た
事
が
判
明
す
る
と
、

忽
ち
、
藤
の
局
と
相
模
と
の
喜
悲
は
轄
倒
す
る
の
で
あ
っ

た。
蔭
か
ら
こ
の
様
子
を
知
っ
た
梶
原
景
高
、
鎌
倉
へ
こ
の

事
を
知
ら
さ
う
と
て
駆
け
出
す
所
を
、
蒲
陀
六
が
打
っ
た

手
褒
剣
に
果
敢
な
く
も
殺
さ
れ
た
。

義
糎
の
恐
る
べ
き
眼
力
は
こ
の
禰
陀
六
が
禰
平
兵
衛
宗

＝而奎全

清
で
あ
る
こ
と
を
看
破
る
。
然
し
情
け
あ
る
義
純
の
計
ひ

に
よ
り
、
宗
清
は
藤
の
局
と
敦
盛
と
を
連
れ
夫
る
。
直
宵

は
無
常
を
感
じ
て
世
捨
人
と
な
り
‘
妻
を
伴
つ
て
佛
道
修

行
の
旅
に
出
る
。
そ
し
て
義
経
は
戦
場
へ
と
赴
く
事
と
な

b
、
各
人
の
心
と
り
ど
り
に
哀
愁
に
打
た
れ
乍
ら
引
別
れ

て
行
く
の
で
あ
っ
た
。



鐵

ケ

呼

遺

嶽 ひ
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竹農竹

本

七
五
三
太
夫

竹本本竹本本

播

路

太

夫

司

太

夫

大

阪

屋

（

暉

富

太

夫

三

瀧

太

夫

猪

名

JIl

竹竹

濱

太

夫

お

と

わ

重

太

夫

者

名

II

内

矛

J

の

段

梗

概

猪
名
川
が
堀
江
の
恨
住
居
に
は
最
隕
客
か
ら
の
祝
儀
の

明
和
四
年
八
月
（
二
四
二
七
）
大
阪
竹
本
座
初
演
。
作
者
は
近

松
半
二
、
三
好
松
洛
、
竹
田
文
吉
、
竹
田
小
出
、
八
民
平
七
、
竹

本
三
郎
兵
衛
。
全
曲
は
九
段
よ
り
な
り
、
そ
の
中
第
二
段
猪
名
川

内
か
ら
相
撲
場
の
段
が
有
名
で
あ
る
。
出
虞
は
嘗
時
大
阪
で
人
氣

力
士
と
し
て
贔
贋
の
血
を
湧
せ
た
稲
川
と
千
田
川
と
に
絡
ま
せ
て

「
雙
蝶
々
曲
輪
日
記
」
（
寛
延
二
年
〔
二
四

0
九
〕
七
月
竹
本
座

上
場
。
作
者
は
竹
田
出
雲
、
三
好
松
洛
、
並
木
千
柳
）
の
力
士
達

引
を
醗
案
し
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
。
尚
、
原
作
で
は
力
士
の

猪
名
川
は
岩
川
と
あ
る
が
、
文
政
九
年
二
月
（
二
四
七
九
）
座
摩

境
内
の
興
行
の
時
か
ら
、
猪
名
川
と
改
め
ら
れ
て
今
日
に
及
ん
で

ゐ
る
。

猪

名

川

内

の

段

闊t

取『

千t

雨t

【

夜

之

部
】

織？
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呼 大 鐵 猪

遣 阪 ケ 名

'°' 屋 嶽 111 

女

房

お

と

わ

吉 吉 吉 吉

田

萬

次

田

兵

田

玉

田

光

之

桐

竹

紋

十

胡

弓

鶴

澤

友

豊

澤

廣

贈
物
が
賑
々
し
う
飾
つ
て
あ
る
。
往
来
の
人
々
は
其
の
威

勢
よ
い
の
を
見
乍
ら
猪
名
川
の
全
盛
を
春
め
た
4

へ
て
通

，
る
。
内
で
之
を
聞
く
猪
名
川
の
女
房
お
と
わ
の
顔
は
輝
い

助

-

て
ゐ
る
。

敵
方
の
力
士
鐵
ケ
嶽
を
伴
つ
て
猪
名
川
が
蹄
へ
つ
て
来

た
の
で
、
お
と
わ
は
之
を
迎
へ
て
愛
想
よ
く
會
繹
す
る
。

折
節
、
大
阪
屋
か
ら
使
ひ
が
来
て
「
錦
木
身
負
け
の
残
金

を
今
日
中
に
彿
つ
て
欲
し
い
。
明
日
に
な
っ
た
ら
掟
所
無

く
他
の
身
請
客
に
渡
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
」
と
云
つ
て
膨

っ
た
。
猪
名
川
は
「
こ
れ
は
大
婆
、
錦
木
を
他
に
身
請
け
さ
せ

て
俺
の
顔
が
立
つ
も
の
か
」
と
駈
出
す
。

鐵
ケ
嶽
は
墜
を
掛
け
「
こ
れ
猪
名
川
、
ち
よ
っ
と
待
て

其
の
身
請
け
客
は
外
で
も
な
い
俺
だ
」
と
い
ふ
。

猪
名
川
は
、
さ
て
は
彼
奴
め
九
平
太
の
手
先
と
な
っ
て

錦
木
を
身
請
け
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
か
と
知
り
「
鐵
ケ

嶽
ょ
一
生
の
韻
み
だ
。
俺
が
受
合
っ
た
身
請
け
の
残
金
二

百
雨
の
調
逹
に
窮
し
て
ゐ
る
苦
衷
を
察
し
て
、
九
平
太
が

郎 次 造 助 郎 郎
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豊

竹

富

太

夫

（

竹

本

三

瀧

太

夫

（

竹

本

播

路

太

夫

豊

竹

司

太

夫

（

竹

本

雛

太

夫

豊

竹

つ

ば

め

太

夫

狐

忠

信

竹

本

織

太

夫

静

御

前

竹

本

道

行

初

晋

旅

ii奇

伊

逹

太

夫

朝
日
文
化
賞
受
賞
記
念
上
演

義

総

千

本

側道
行

初

昔

昭
和
十
七
年
度
朝
日
文
化
賞
受
賞
の
春
を
播
ふ
た
吉
田

榮
三
、
吉
田
文
五
郎
の
雨
巨
頭
が
、
舞
豪
生
活
六
十
年
に

及
ぶ
藝
道
精
進
の
精
華
を
遺
撼
な
く
喪
揮
す
る
絢
爛
豪
華

の
一
場
面
「
道
行
初
昔
旅
」
を
特
に
朝
日
文
化
賞
受
賞
記

念
と
し
て
こ
4

に
上
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
曲

は
延
享
四
年
（
二
四

0
七
）
十
一
月
十
六
日
か
ら
初
め
て

竹
本
座
に
上
演
さ
れ
て
大
営
り
で
あ
っ
た
有
名
な
浮
瑠
聘

「
義
糎
千
本
櫻
」
の
一
鮪
で
、
作
者
は
竹
田
出
雲
、
三
好

松
洛
、
並
木
千
柳
の
合
作
。
全
五
段
か
ら
な
る
そ
の
第
四

段
目
に
営
り
川
連
館
へ
と
績
く
場
面
で
、

義
糎
が
難
波
津
を
船
出
し
て
難
風
に
遭
ひ
、
今
は
吉

野
山
に
隠
れ
て
ゐ
る
と
の
噂
を
耳
に
し
た
際
御
前
は

源
九
郎
狐
の
化
け
た
佐
藤
忠
信
を
伴
ひ
大
和
路
を
さ

し
て
旅
に
出
る
。
春
め
く
四
方
の
景
色
。
そ
し
て
、

一
六

旅



狐 謡

忠 御

信 前

吉 吉

田

榮

田

文

五

郎

豊

澤

猿

郎

,,---、
豊竹

澤澤

仙園

松作

鶴

澤

葱

若

..---.... 
野鶴

澤澤

錦清

糸友

,,..-...._ 
野鶴

澤澤

錦清

糸友

野

澤

吉
季
改
め

野

澤

市

治

郎

喜

左

衛

門

一
七

・
義
概
の
形
見
の
初
昔
の
鼓
を
携
へ
た
際
御
前
と
義
経

か
ら
拝
領
し
た
鎧
を
脊
負
ふ
た
忠
信
。
そ
の
風
雅
な

姿
は
さ
な
が
ら
麗
は
し
い
綸
巻
物
を
展
げ
た
様
で
あ

っ
た
。
二
人
は
人
目
を
避
け
て
は
互
に
形
見
の
品
に

見
入
り
追
憶
の
情
に
打
た
れ
つ
4
花
か
ぐ
は
し
い
吉

野
山
へ
と
辿
つ
て
行
く
：
…•
O

と
云
ふ
詩
趣
に
溢
れ
た
舞
豪
で
あ
る
。

・
因
み
に
こ
の
四
段
目
と
共
に
一
一
段
目
の
渡
海
屋
か
ら
大

物
ケ
浦
、
三
段
目
の
椎
の
木
か
ら
小
金
吾
討
死
に
つ
ゞ
く

壽
し
屋
等
が
殊
に
有
名
で
あ
る
。

（

床

本

）

道

行

初

昔

旅

懲
と
忠
義
は
い
づ
れ
が
重
い
、
か
け
て
思
ひ
は
ほ
か
り
な
や
忠

と
ま
こ
と
の
武
士
に
君
が
情
と
あ
づ
け
ら
れ
し
づ
か
に
忍
ぶ
都
を

ば
後
に
見
捨
て
4

た
び
だ
ち
て
つ
く
ら
ぬ
な
り
も
よ
し
つ
ね
の
御
，

行
末
は
な
に
は
づ
の
な
み
に
ゆ
ら
れ
て
、
た
ゞ
よ
ひ
て
今
は
よ
し

の
と
人
づ
て
の
う
は
さ
を
逍
の
し
ほ
り
に
て
大
和
路
さ
し
て
し
た

ひ
ゆ
く
。
見
渡
せ
ば
よ
も
の
梢
も
ほ
こ
ろ
び
て
梅
が
枝
う
た
ふ
う

た
ひ
め
の
さ
と
の
男
が
虚
々
に
わ
が
つ
ま
が
、
て
ん
じ
ゃ
う
ぬ
け



て
す
え
る
ぜ
ん
、
ひ
る
の
ま
く
ら
は
つ
が
も
な
ゃ
｀
天
じ
よ
う
ぬ
け

て
す
え
る
ぜ
ん
、
ひ
る
の
ま
く
ら
は
つ
が
も
な
や
、
ヲ
ヽ
つ
が
も

な
や
、
お
か
し
か
ら
す
の
一
ふ
し
に
人
も
、
わ
ら
や
の
そ
だ
ち
に

も
春
は
は
ね
つ
く
て
ま
り
、
ひ
い
ふ
う
つ
く
づ
く
と
き
け
ば
こ
ち

風
昔
そ
へ
て
、
こ
ぞ
の
永
を
憩
若
に
ご
ま
ん
ざ
い
と
君
も
さ
か
へ

ま
し
ま
す
あ
り
け
ふ
あ
り
や
た
の
も
し
ゃ
°
さ
ぞ
な
や
ま
と
の
人

な
ら
ば
御
か
く
れ
が
を
い
ざ
問
は
ん
、
わ
れ
も
初
昔
の
此
つ
ゞ
み

君
の
さ
か
へ
を
壽
ぎ
て
、
む
か
し
を
今
に
な
す
よ
し
も
が
な
、
た

に
の
う
ぐ
ひ
す
も
は
つ
ね
の
つ
ゞ
み
人
＼
し
ら
べ
あ
や
な
す
昔
に

つ
れ
て
つ
れ
て
ま
ね
く
さ
お
く
れ
ば
せ
な
る
忠
信
が
旅
す
が
た
、

せ
な
に
風
呂
敷
を
し
か
と
せ
た
ら
お
ふ
て
野
み
ち
、
あ
ぜ
み
ち
抄
．

ら
り
ー
＼
か
る
い
瑕
な
り
い
そ
い
そ
と
、
め
だ
4

ぬ
様
に
逍
へ
だ

て
女
中
の
足
と
あ
な
ど
つ
て
喉
お
待
か
ね
、
こ
4

幸
ひ
の
人
目
な

し
と
せ
い
め
い
そ
へ
て
賜
は
り
し
御
き
せ
な
が
を
取
出
し
、
き
み

と
敬
ひ
奉
る
、
静
は
つ
ゞ
み
を
御
顔
と
よ
そ
へ
て
上
に
お
き
の
石

人
こ
そ
知
ら
ぬ
西
國
へ
御
げ
こ
う
の
御
海
上
、
浪
風
あ
ら
く
御
船

を
佳
吉
浦
に
吹
よ
ら
れ
夫
よ
り
よ

L
の
に
ま
し
ま
す
由
、
や
が
て

ぞ
参
り
候
は
ん
と
た
が
ひ
に
か
た
み
を
と
り
お
さ
め
雁
と
つ
ば
め

は
ど
ち
ら
が
可
愛
や

4

を
育
つ
る
つ
ば
め
が
可
愛
い
、
花
を
見
す

て
る
か
り
が
ね
な
ら
ば
、
ふ
み
の
便
り
も
又
の
縁
ェ
ヽ
そ
ふ
じ
ゃ

い
な
人
＼
う
た
ふ
酪
々
而
白
ゃ
賓
に
此
鎧
を
賜
は
り
し
も
兄
綴
信

が
忠
勤
也
誠
に
そ
れ
よ
越
方
の
思
ひ
ぞ
出
る
境
の
浦
の
海
に
兵
船

平
家
の
赤
旗
臨
に
白
旗
源
氏
の
張
者
ア
ラ
物
々
し
ゃ
と
夕
日
影
に

長
刀
を
引
そ
ば
め
何
某
は
平
家
の
侍
縣
七
兵
衛
景
清
と
名
乗
か
け

l
＼
な
ぎ
立
て

l
＼
な
ぎ
立
つ
れ
ば
花
に
あ
ら
し
の
ち
り
ー
＼
ば

っ
と
木
の
葉
武
者
言
ひ
が
ひ
な
し
出
ゃ
芳
々
よ
三
尾
の
谷
の
四
郎

是
に
あ
り
と
渚
に
丁
と
打
つ
て
か
4

る
刀
を
彿
ふ
長
刀
の
ゑ
な
ら

ぬ
振
舞
何
れ
共
勝
り
劣
り
も
波
の
昔
。
打
合
太
刀
の
鎧
元
よ
り
折

て
引
汐
欝
る
か
り
、
勝
負
の
花
を
見
捨
つ
る
か
と
長
刀
小
脇
に
か

い
込
で
兜
の
し
こ
ろ
を
引
掴
み
後
へ
引
く
あ
し
よ
ろ

l
¥
l
¥
、

向
ふ
へ
行
足
た
ぢ
人
＼
人
＼
む
ん
づ
と
し
こ
ろ
を
引
切
て
双
方
尻

居
に
ど
つ
か
と
座
す
腕
の
強
さ
と
言
ひ
け
れ
ば
首
の
骨
こ
そ
張
け

れ
と
＾
＾
、
、
＊
ヽ
ヽ
ヽ
笑
し
後
は
入
飢
れ
手
し
げ
き
は
た
ら
言

兄
鑑
信
君
の
御
馬
の
矢
表
に
駒
を
か
け
す
へ
立
ふ
さ
が
る
オ
ヽ
聞

及
ぶ
其
時
に
平
家
の
方
に
は
名
高
き
張
弓
能
登
の
守
敦
繹
と
名
乗

も
あ
へ
ず
、
よ
っ
び
い
て
放
つ
矢
さ
き
は
う
ら
め

L
や
兄
織
信
が

胸
板
に
た
ま
り
も
あ
へ
ず
箕
逆
様
あ
へ
な
き
最
期
は
武
士
の
忠
臣

義
士
の
名
を
残
す
思
ひ
出
る
も
涙
に
て
袖
は
か
は
か
ぬ
つ

4

井
筒

い
つ
か
御
身
も
の
び
や
か
に
春
の
柳
生
の
糸
な
が
く
枝
を
つ
ら
ぬ

る
御
ち
ぎ
り
な
ど
か
は
く
ち
し
か
る
べ
音
と
た
が
ひ
に
い
さ
め
い

さ
め
ら
れ
急
ぐ
と
す
れ
ど
は
か
ど
ら
ぬ
芦
原
峠
か
う
の
さ
と
っ
ち

だ
む
つ
だ
も
遠
か
ら
ぬ
の
ぢ
の
春
風
吹
は
ら
ひ
く
も
と
見
ま
が
ふ

-
＝
芳
野
の
麓
の
里
に
ぞ
つ
ぎ
に
け
る
。

一
八
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兵

八ね作衛衛

吉吉桐吉吉

田田竹田田

文
玉 門兵榮
五

徳郎造次三

一
九

人

形

役

割

胡
弓
ツ
レ

沼

津

里

の

鶴鶴鶴豊

切段

澤澤澤竹

清友清
古

靱

太

友門六夫

衛

天
明
一
―
―
年
（
二
四
四
―
―
-
）
四
月
竹
本
座
初
演
。
作
者
は
近
松
半
二

近
松
加
作
。
・
忠
臣
蔵
、
曾
我
兄
弟
と
共
に
日
本
三
大
敵
討
の
一
っ

荒
木
又
右
衛
門
の
伊
賀
越
の
敵
討
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
、
近
松

東
南
作
「
伊
賀
越
乗
掛
合
笏
」
（
安
永
六
年
―
―
一
月
1
1
ニ
四
三
七
1
1
豊

竹
此
吉
座
上
演
＞
の
改
作
で
、
全
曲
は
第
一
鶴
が
岡
の
段
、
第
二
行

家
展
敷
の
段
、
第
一
＝
圃
覺
寺
の
段
、
第
四
群
山
宮
居
の
段
、
第
五
郡

山
屋
敷
の
段
、
第
六
沼
津
の
段
、
第
七
闊
所
の
段
、
第
八
岡
綺
の
段

第
九
伏
見
の
段
、
第
十
敵
討
の
段
の
十
段
か
ら
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の

中
、
第
五
、
第
八
と
共
に
、
こ
の
第
六
沼
津
の
段
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

梗

概

鎌
倉
の
商
人
呉
服
屋
重
兵
衛
は
旅
で
、
沼
津
の
近
く
ま

で
来
た
が
、
荷
持
の
安
兵
衛
を
用
事
で
元
と
の
道
へ
蹄
し

た
。
此
騨
の
平
作
と
い
ふ
爺
に
荷
物
を
持
た
し
た
が
年
取

つ
て
ゐ
る
の
で
息
ふ
に
ま
か
せ
ぬ
内
、
石
に
つ
ま
づ
き
生

爪
を
刻
し
た
。
重
兵
衛
は
所
持
の
薬
を
つ
け
て
労
つ
て
遣

る
所
へ
娘
お
米
が
来
た
。
委
細
を
き
い
て
重
兵
衛
を
我
家

沼

津

里

の

R 

伊ぃ

賀が

越：
道誓
中？

双:

六？

{紅





ヘ
迎
へ
た
。
平
作
の
家
は
貧
し
い
く
ら
し
で
あ
っ
た
。
重

兵
衛
今
夜
は
此
家
に
泊
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夜
ふ
け
た
頃

共
米
は
印
籠
を
盗
む
。
目
さ
め
た
重
兵
衛
は
仔
細
を
問
ふ

と
、
其
身
は
以
前
江
戸
吉
原
の
遊
女
瀬
川
の
果
て
と
わ
か

b
、
夫
渡
邊
志
津
馬
が
不
慮
の
怪
我
を
救
ひ
た
い
ば
か
り

に
最
前
父
の
傷
が
即
座
に
治
つ
た
妙
薬
で
あ
る
か
ら
盗
ん

だ
と
涙
な
が
ら
に
詫
ぴ
入
る
。
平
作
は
盗
み
を
す
る
と
は

何
事
だ
。
幼
な
い
時
に
養
子
に
遣
っ
た
た
っ
た
一
人
の
兄

に
も
齊
ま
ぬ
と
嘆
き
悲
し
む
。
重
兵
衛
は
そ
の
兄
と
一
云
ふ

の
は
何
者
だ
と
聞
く
。
そ
れ
は
鎌
倉
八
幡
宮
の
氏
子
で
幼

名
は
平
三
郎
、
母
の
名
は
「
と
よ
」
と
書
い
た
守
袋
を
つ

け
て
あ
る
と
平
作
は
語
る
。
重
兵
衛
は
ぴ
し
と
胸
に
應
ヘ

た
が
わ
ざ
と
名
乗
ら
す
、
次
ぎ
の
下
り
ま
で
に
石
碑
を
建

て
4
く
れ
と
て
金
子
を
渡
し
て
行
く
。

そ
の
跡
に
は
印
籠
と
胴
の
緒
書
き
が
残
っ
て
ゐ
た
。

平
作
は
我
子
と
鉗
り
、
お
米
は
澤
井
股
五
郎
が
持
っ
た

印
籠
と
知
つ
て
驚
く
。
千
本
松
原
へ
追
ひ
付
い
た
平
作
は

股
五
郎
の
行
衛
を
重
兵
衛
に
専
ね
る
が
重
兵
衛
は
股
五
郎

に
恩
を
受
け
た
義
理
を
甚
ふ
て
容
易
に
打
明
け
な
い
。
平

作
は
遂
に
腹
を
切
つ
て
、
死
ん
で
行
く
身
に
聞
か
し
て
く

れ
と
頼
む
。
義
理
と
恩
愛
の
断
末
魔
に
迫
っ
た
重
兵
衛
は

簸
蔭
に
忍
ん
だ
、
お
米
と
池
添
孫
八
に
聞
か
す
や
う
「
股

五
郎
の
落
つ
く
先
は
九
州
相
良
、
吉
田
で
逢
ふ
た
と
人
の

噂
」
と
去
ふ
。
平
作
と
重
兵
衛
は
相
抱
い
て
親
子
の
名
乗

り
、
死
に
行
く
名
残
り
に
泣
き
入
る
。
雨
は
一
し
き
り
降

り
つ
ゞ
い
て
平
作
は
落
入
る
。

（

佐

和

利

）

沼

津

里

の

段

．
私
故
に
駿
動
起
り
、
其
場
へ
立
合
ひ
手
疵
を
負
ひ
‘
]
旦
本
腹

有
っ
た
れ
ど
、
此
頃
は
頻
り
に
痛
み
、
色
々
介
抱
盛
せ
ど
も
効
無
く

立
寄
る
方
も
旅
の
空
、
此
近
所
で
御
養
生
、
長
し
い
間
に
路
銀
も
盛

き
、
其
貢
に
身
の
廻
り
、
櫛
絆
ま
で
賣
彿
ひ
、
悲
し
い
金
の
オ
覺
も

男
の
病
ひ
が
治
し
た
さ
、
先
程
の
お
咄
し
に
、
金
銀
づ
く
で
は
無

い
と
の
噂
、
燈
火
の
消
え
し
よ
り
、
あ
の
妙
薬
を
ど
う
が
な
と
思

ひ
着
し
が
身
の
因
果
、
ど
う
ぞ
お
慈
悲
に
是
申
、
今
宵
の
事
は
此

場
切
、
お
年
寄
ら
れ
し
お
前
に
迄
、
苦
努
を
か
け
し
不
幸
の
罪
、

mふ
は
死
な
う
か
翌
の
夜
は
、
我
芽
の
瀬
川
に
身
を
投
げ
ん
と
、

思
ひ
し
事
は
幾
度
か
、
死
ん
だ
あ
と
で
も
お
前
の
歎
き
と
一
日
ぐ

ら
し
に
日
を
送
る
、
ど
う
ぞ
御
慈
悲
に
御
了
簡
と
、
東
育
ち
の
張

も
ぬ
け
、
慧
の
意
氣
地
に
身
を
砕
く
、
心
ぞ
思
ひ
や
ら
れ
た
り
。



尼

ケ

崎，

の

竹

澤

園

後

竹

本

織

太

夫

鶴

澤

重

段

六 造

前

竹

本

・

南

部

太

夫

梗

概

寛
政
十
一
年
七
月
十
二
日
（
二
四
五
九
）
か
ら
大
阪
逍
頓
堀
豊

竹
若
太
夫
の
芝
居
に
上
演
さ
れ
た
。
作
者
は
近
松
柳
、
近
松
湖
水

軒
、
近
松
千
葉
軒
。
全
曲
十
四
段
よ
り
な
り
、
第
十
段
目

C
+
H

目
）
の
夕
顔
棚
の
尼
ケ
崎
の
段
が
有
名
で
あ
る
。
題
材
は
明
智
光

秀
謀
反
の
顛
末
を
仕
組
ん
だ
も
の
て
「
檜
本
太
閤
記
」
に
撒
り
脚

色
さ
れ
て
ゐ
て
、
太
閤
秀
吉
に
閥
す
る
多
く
の
戯
曲
中
、
最
も
批

に
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
全
十
四
段
の
構
成
は
、
所
謂
光

秀
の
蘇
鐵
の
諫
言
を
疲
端
に
し
て
、
天
正
十
年
六
月
一
日
の
安
土

城
聾
應
の

H
の
意
趣
か
ら
、
本
能
寺
の
愛
と
な
り
、
同
じ
十
＿
―
-
日

小
栗
栖
に
百
姓
の
竹
槍
に
哀
れ
な
最
期
を
遂
げ
る
ま
で
を
十
四
冊

に
脚
色
し
て
ゐ
る
。

父
光
秀
と
の
出
陣
を
許
さ
れ
た
重
次
郎
は
今
宵
決
死
の

お
も
ひ
を
胸
に
秘
め
、
焙
操
に
叉
祖
母
皐
月
に
、
生
来
十

諭ゑ

本梵

尼

ケ

崎

太店

功；

記言
の

段



軍

兵

加

藤

虎

之

助

武

智

光

秀

呉

柴

久

母 妻 嫁

初

吉

さ

つ

き

操 菊

武

智

重

次

郎

大

ぜ

い

桐

竹

紋

太

郎

吉

田

玉

助

桐

竹

政

飽

吉

田

小

兵

吉

桐

竹

紋,,榮

十

郎

吉

田

郎

桐

竹

亀

松

八
年
の
恩
を
謝
せ
す
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
と
察
し
た
許
婚
の
初
菊
は
可
憐
に
も
重
次
郎
に
槌
．

つ
て
名
茂
を
惜
し
む
の
だ
っ
た
が
、
重
次
郎
は
け
な
げ
に

も
、
所
詮
討
死
の
お
の
れ
と
別
れ
、
他
家
へ
縁
づ
き
す
る

様
懇
々
を
悟
す
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
初
菊
は
乙
女
ご
4

ろ
の
一
筋
に
ど
う
し
て
こ

れ
が
思
ひ
あ
き
ら
め
ら
れ
や
う
、
せ
め
て
今
宵
は
凱
陣
を

と
云
ひ
さ
し
て
後
は
た
ゞ
涙
涙
で
あ
っ
た
。
．

時
刻
が
移
る
と
、
重
次
郎
は
初
菊
の
か
ひ
添
へ
で
緋
お

ど
し
の
鎧
も
襖
々
し
く
装
ひ
立
っ
た
。

皐
月
と
操
は
、
今
出
陣
の
門
出
と
、
銚
子
盃
の
用
意
を

し
、
重
次
郎
初
菊
に
酌
み
交
さ
せ
た
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ

は
祝
言
の
盃
で
あ
り
、
又
今
生
の
名
残
の
盃
で
ゞ
も
あ
っ

た
の
だ
。
皐
月
の
心
中
に
し
て
み
れ
ば
、
な
ま
な
か
出
陣

の
止
め
だ
て
を
し
て
、
主
殺
し
光
秀
の
子
と
し
て
生
き
恥

を
か
4
さ
う
よ
り
、
む
し
ろ
健
氣
な
討
死
を
さ
せ
た
方
が

と
苦
し
い
計
ら
ひ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

折
柄
聞
え
る
攻
太
鼓
、
重
次
郎
は
、
さ
ら
ば
、
と
初
菊



を
振
り
捨
て
、
ま
つ
し
ぐ
ら
に
戦
場
へ
と
馳
せ
参
じ
て
行

つ
た
。こ
の
様
子
を
そ
つ
と
伺
ぴ
見
た
最
前
こ
の
家
に
宿
を
と

っ
た
旅
僧
は
、
さ
り
氣
な
く
、
風
呂
の
案
内
を
す
る
の
だ

っ
た
が
、
ま
あ
お
先
へ
と
云
は
れ
る
ま
4

に
、
又
湯
殿
口

へ
入
っ
た
。
涙
を
押
し
か
く
し
た
老
母
、
操
、
初
菊
の
三

人
も
奥
へ
し
ば
し
と
立
つ
て
行
っ
た
。

あ
と
は
遠
近
に
鳴
き
し
き
る
蛙
の
墜
ば
か
り
、
そ
の
中

を
抜
足
さ
し
足
忍
び
よ
る
簑
笠
を
つ
け
た
武
士
。
そ
れ
は

武
智
光
秀
で
あ
っ
た
。
最
前
こ
の
家
に
入
る
と
見
た
の
は

僧
形
に
身
を
や
っ
し
て
は
居
る
も
の

4
I
E
し
く
敵
牌
箕
柴

久
吉
だ
っ
た
。
必
定
久
吉
こ
の
内
と
、
門
前
の
宵
竹
を
ひ

つ
そ
い
で
竹
槍
を
作
っ
た
。
そ
し
て
一
と
間
に
聞
え
る
も

の
音
、
こ
＼
ぞ
と
突
込
む
槍
先
に
、
わ
っ
？
叫
ん
だ
の
は

買
柴
に
あ
ら
ぬ
老
母
阜
月
だ
っ
た
。
餘
り
の
こ
と
に
光
秀

も
茫
然
と
し
た
。
こ
の
騒
ぎ
に
操
も
初
菊
も
奥
か
ら
は
し

り
出
で
、
こ
の
あ
り
様
は
何
事
と
老
母
に
取
り
鎚
っ
た
。

皐
月
は
苦
し
い
眼
を
開
き
、
叛
逆
人
の
わ
が
子
光
秀
を

た
ゞ
人
非
人
と
罵
り
、
そ
の
天
罰
は
親
に
報
ひ
、
こ
の
通

り
宵
竹
の
ひ
つ
そ
ぎ
槍
で
最
期
を
と
げ
る
の
だ
、
と
氣
丈

に
も
熱
涙
を
揮
つ
た
。

操
は
又
夫
光
秀
に
、
門
出
の
折
の
諫
言
を
く
り
か
へ
し

せ
め
て
母
御
の
御
最
期
に
善
心
に
立
ち
か
へ
つ
て
哭
れ
、

と
夫
を
思
ふ
誠
の
涙
に
む
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

強
情
我
慢
の
光
秀
は
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
受
け
つ
け
や

う
。
悪
逆
無
道
の
小
田
春
永
を
亡
ぼ
す
は
、
民
を
安
む
る

英
傑
の
志
、
女
童
の
知
る
事
な
ら
す
、
と
竪
あ
ら
4

げ
て

諌

言

を

阻

ん

だ

。

、

そ
の
折
し
も
表
口
か
ら
刀
を
杖
に
早
く
も
手
負
の
重
次

郎
は
よ
ろ
め
き
ー
＼
立
ち
欝
つ
て
、
断
末
魔
の
苦
し
い
息

を
吐
く
の
だ
っ
た
。
．
光
秀
は
、
わ
ざ
と
荒
々
し
く
、
戦
場

の
仔
細
を
尋
ね
る
と
、
味
方
は
久
吉
の
家
臣
加
藤
消
正
勢

に
追
ひ
立
て
ら
れ
負
け
戦
、
四
方
天
但
馬
頭
は
行
方
知
ら

す
、
と
去
ふ
の
で
あ
る
。
さ
う
云
ふ
中
に
も
早
致
死
期
の

老
母
と
重
次
郎
、
初
菊
も
操
も
身
も
だ
へ
し
て
悲
ん
だ
。

流
石
の
光
秀
も
、
こ
れ
に
は
こ
ら
へ
か
ね
、
は
ら

l
＼
と

四



落
涙
す
る
の
で
あ
っ
た
。

又
も
や
聞
ゆ
る
劇
し
い
人
馬
の
物
平
日
に
、
光
秀
は
物
見

へ
上
つ
て
見
廻
す
と
、
一
面
の
千
生
瓢
の
旗
印
、
さ
て
は

久
吉
攻
め
寄
せ
来
る
と
救
嘴
み
を
す
る
折
、
買
柴
筑
前
守

久
吉
封
面
せ
ん
、
と
奥
よ
り
幣
を
か
け
た
の
は
、
以
前
の

僧
形
と
は
打
つ
て
雙
つ
た
武
装
の
久
吉
だ
っ
た
。
久
吉
は

山
崎
に
て
時
を
移
さ
す
雌
雄
を
決
せ
ん
と
立
ち
夫
ら
う
と

す
る
の
で
、
光
秀
も
、
首
を
洗
つ
て
観
念
せ
よ
、
と
互
に

敵
味
方
脱
み
合
ひ
つ
ヽ
別
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一五

文

楽

座

小

史

祠

昭

和

十

八

年

調

査

）

0
竹
本
座
創
立
（
現
今
ョ
リ
ニ
百
五
十
九
年
以
前
）

貞
享
元
年
二
月

0
追
頓
堀
西
ノ
芝
居
)

0
文
築
座
稜
詳
盆
現
今
ョ
リ
約
百
五
十
年
以
前
）

2

天
明
年
間
淡
路
ョ
リ
植
村
文
築
軒
大
阪
へ
末
ル

0
第
一
次
硝
荷
紅
内
時
代

文
化
八
年
ョ
リ
天
保
十
三
年
ー
ー
至
ル

0
西
横
堺
新
築
地
濱
時
代

天
保
十
四
年
ョ
リ
安
政
三
年
ー
ー
至
ル

0
第
二
次
瑶
荷
祗
内
時
代

安
政
三
年
ョ
リ
明
沿
四
年
＝
＿
至
ル

0
松
島
千
代
崎
橋
時
代

明
治
五
年
ヨ
リ
明
治
十
七
年
ー
ー
至
ル

〇

御

霊

紳

祗

内

時

代

｀

明
治
十
七
年
ョ
リ
明
沿
四
十
二
年
ー
ー
至
ル

0
松

竹

合

名

社

纏

承

『

明
治
四
十
二
年
―
―
一
月
植
村
家
ョ
リ
鐵
承

〇
御
震
文
築
座
燒
失

大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

〇
薩
時
興
行
時
代

昭
和
元
年
ョ
リ
昭
和
四
年
マ
デ
逍
頓
堀
辮
天
座
ヲ

姶
メ
其
他
随
時
興
行

0
四
ツ
橋
文
築
座
創
立
．

昭
和
四
年
十
二
月
以
末
現
在
ー
ー
至
ル
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人
形
を
遣
ふ
と
い
ふ
こ
と
、
こ
れ
は
す
う
つ
と
古
く
か

ら
あ
り
ま
し
た
。
記
録
に
あ
ら
は
れ
た
所
で
は
、
遠
く
平
・

安
時
代
に
愧
儡
子
（
＜
ゞ
．
つ
ま
は
し
）
と
い
ふ
も
の
が
見

え
る
。
愧
儡
子
は
、
支
那
の
西
方
、
中
央
ア
ジ
ア
池
方
か

ら
漂
遊
し
て
来
た
街
頭
演
藝
人
で
あ
っ
た
ら
し
＜
、
平
安

時
代
と
あ
れ
ば
約
一
千
年
の
前
の
こ
と
に
な
る
。
淫
瑠
璃

は
足
利
時
代
中
期
の
喪
生
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
五
百
年

の
歴
史
と
言
へ
る
で
せ
う
。
こ
れ
に
射
し
て
、
三
味
線
は

永
祗
年
中
に
、
琉
球
か
ら
泉
州
堺
港
に
輸
入
さ
れ
た
蛇
皮

線
の
本
邦
化
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ザ
ツ
と
三
百
七
八
十
年

前
の
舶
来
楽
器
で
あ
る
。
先
づ
淫
瑠
珊
と
三
味
線
と
が
提

携
し
、
慶
長
の
初
年
あ
た
り
に
、
そ
の
浮
瑠
璃
と
人
形
遣

ひ
と
が
握
手
し
て
、
浮
瑠
璃
と
い
ふ
物
語
を
、
言
は
ゞ
立

謄
的
に
空
間
的
に
演
奏
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
人

形
浮
瑠
璃
劇
の
濫
籐
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

併
し
な
が
ら
、
そ
の
淫
瑠
珊
界
に
竹
本
義
太
夫
が
あ
ら

た。

二
七

は
れ
て
一
音
楽
上
の
大
成
を
試
み
、
．
作
者
近
松
門
左
衛
門
を

得
て
、
戯
曲
的
展
開
を
も
試
み
た
の
は
、
元
緑
時
代
の
こ

と
に
蜀
す
る
。
爾
来
二
百
五
十
年
間
、
人
形
淫
瑠
璃
芝
居

と
あ
れ
ば
、
義
太
夫
節
に
限
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ

．
 

た
。
こ
れ
は
来
歴
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
浮
瑠
璃
と
一
―
―

味
線
と
に
よ
る
演
奏
内
容
と
、
人
形
の
動
作
と
が
ビ
ッ
タ

リ
合
致
し
て
、
一
二
者
諧
調
の
美
に
よ
つ
て
成
立
す
る
藝
術

な
る
貼
に
、
先
づ
御
留
意
あ
り
た
い
。

次
に
、
人
形
と
人
形
遣
ひ
の
こ
と
。
こ
れ
も
歴
史
的
に

言
ふ
と
、
面
倒
だ
か
ら
、
簡
鼠
に
記
す
。

人
形
が
手
も
足
も
な
い
デ
ク
ノ
ボ
ー
か
ら
、
肩
板
が
褻

明
さ
れ
、
手
、
足
が
生
じ
、
口
や
眼
の
開
閉
や
眉
の
上
下

が
研
究
さ
れ
、
手
の
五
指
が
折
り
屈
み
を
す
る
や
う
に
な

る
ま
で
に
は
、
容
易
な
ら
ぬ
年
月
と
、
人
知
と
が
費
さ
れ

一
個
の
人
形
を
三
人
が
4
り
で
、
寓
賓
的
に
遣
ふ
や



ひ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
子
一
人
が
主
遣
ひ
の
呼
吸
に

合
せ
、
動
作
せ
し
め
て
こ
そ
、
統
一
あ
る
一
個
の
人
形
と
會

し
て
演
技
す
る
の
で
、
こ
れ
が
ま
た
む
つ
か
し
い
。
足
遣

と
も
呼
ば
れ
て
床
の
低
く
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
歌
舞
伎

の
平
舞
豪
に
該
嘗
す
る
部
分
が
一
一
の
手
で
あ
る
。
二
重
舞

載
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
「
主
遣
ひ
」
と
呼
ば
れ
る
主
任
者

で
、
頭
と
右
手
の
動
作
を
受
け
持
つ
。
「
左
り
」
と
呼
ば

れ
て
左
り
手
だ
け
を
遣
ふ
人
が
一
人
、
「
足
遣
ひ
」
と
い

ふ
雨
足
の
動
作
を
受
け
持
つ
の
が
一
人
。
つ
ま
り
一
＿
一
人
遣

り
少
し
つ
ま
っ
た
程
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
は
四

間
か
ら
五
間
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
手
遣
ひ

式
で
な
い
絲
繰
り
式
の
は
も
つ
と
規
模
が
小
さ
か
っ
た
。

．
 

今
の
舞
豪
は
、
見
物
席
寄
り
に
一
二
尺
ほ
ど
の
幅
で
、
使

は
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
が
三
の
手
。
そ
れ
か
ら
船
底

始
形
式
の
人
形
な
の
で
す
。

現
今
、
文
楽
座
の
座
頭
と
呼
ば
れ
る
吉
田
榮
一
子
と
か
、

吉
田
文
五
郎
と
か
い
ふ
上
だ
っ
た
遣
ひ
手
、
賓
盛
な
ら
宵

盛
、
お
園
な
ら
お
園
の
遣
ひ
手
と
し
て
、
番
附
の
上
に
記

う
に
な
っ
た
の
が
享
保
十
九
年
の
「
薦
屋
道
満
大
内
鑑
」

（
葛
の
葉
の
狂
言
）
か
ら
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

今
日
か
ら
大
凡
二
百
年
前
に
あ
た
る
。
但
し
、
文
楽
座
で

も
ツ
メ
人
形
（
略
し
て
ツ
メ
）
と
呼
ば
れ
る
、
ご
く
下
ツ

端
の
役
柄
の
は
、
一
人
で
一
個
の
人
形
を
遣
ふ
の
で
、
原

人
形
浮
瑠
璃
の
舞
豪
ー
—
そ
れ
に
も
幾
雙
遷
が
あ
っ
た

慶
長
以
前
の
愧
儡
子
時
代
の
は
、
所
謂
首
掛
芝
居
で
、
一

尺
巾
に
二
尺
か
二
尺
五
寸
限
度
の
長
方
形
の
箱
が
舞
豪
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
撰
大
さ
れ
て
、
明
治
座
の
舞
豪

で
も
、
歌
舞
伎
座
の
で
も
、
何
と
か
し
て
使
ふ
や
う
に
な

っ
た
。
現
今
の
大
阪
文
率
座
の
舞
憂
は
、
間
口
が
六
間
よ

ひ
だ
け
で
・
十
年
近
く
も
働
ら
き
、
そ
れ
か
ら
左
り
に
ま
は

り
、
や
が
て
主
遣
ひ
に
進
む
。

ニ
八



ま
た
、
太
夫
と
三
味
線
と
が
、
向
つ
て
右
側
へ
張
り
出

し
た
床
で
語
り
、
弾
く
。
即
ち
横
床
と
い
ふ
も
の
に
な
つ

た
の
も
享
保
年
度
の
こ
と
で
、
義
太
夫
近
松
頃
の
は
、
特

別
の
場
合
以
外
は
、
正
面
の
御
簾
の
内
側
で
語
っ
た
の
で

あ
る
。
人
形
遣
ひ
も
、
ー
そ
の
頃
は
か
ら
だ
を
現
は
し
て
使

は
す
に
、
幕
の
蔭
か
ら
人
形
を
差
し
上
げ
て
遣
つ
た
も
の

で
、
「
蔭
語
り
、
蔭
遣
ひ
」
と
呼
ぶ
演
出
形
式
で
あ
っ
た

そ
れ
が
次
第
に
「
出
語
り
、
出
遣
ひ
」
と
い
ふ
形
式
に
移

．
 

行
し
、
結
局
今
日
の
や
う
な
演
出
形
態
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
東
京
興
行
の
場
合
の
や
う
に
、
人
形
遣

ひ
が
序
幕
か
ら
切
り
ま
で
、
黒
の
頭
巾
を
か
ぶ
ら
す
に
、

九

／
‘
，
盆
河
竹
繁
俊
氏
稿
よ
り
抜
李
）

人
形
芝
居
と
い
ふ
も
の
は
、
世
界
中
に
分
布
さ
れ
て
ゐ

ま
す
。
未
開
既
開
の
民
族
を
問
は
す
、
甚
だ
廣
く
、
ま
た

古
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
本
の
や
う
に
登
逹

し
た
も
の
は
、
殆
ど
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
淫
瑠
璃
と
い

ふ
昔
業
は
別
と
し
て
も
、
「
恨
名
手
本
忠
臣
蔵
」
や
「
菅

原
偲
授
手
習
鑑
」
の
や
う
な
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
、
人

形
劇
豪
本
と
い
ふ
も
の
や
、
或
は
一
二
人
遣
ひ
の
人
形
で
、

複
雑
な
演
出
を
す
る
が
如
き
も
の
は
、
嘗
て
な
い
と
さ
れ

て
ゐ
る
。

豪
に
相
営
し
て
、
屋
内
に
用
ひ
ら
れ
る
。
最
も
奥
に
位
し

た
部
分
は
一
の
手
、
ま
た
は
本
手
と
い
ふ
。
元
来
は
本
手

と
い
ふ
本
舞
豪
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
擦
大
さ
れ

て
、
一
一
の
手
一
―
ー
の
手
と
見
物
席
の
方
へ
張
り
延
ば
し
た
か

ら
の
名
稲
で
あ
る
。

も
あ
り
ま
せ
ん
。

出
遣
ひ
ぱ
り
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
ご
く
近
年
に
な
っ

て
の
現
象
で
す
。
人
形
劇
と
し
て
見
れ
ば
、
人
形
遣
ひ
は

頭
巾
を
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
の
が
本
来
で
あ
る
こ
と
申
す
ま
で
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一

詰

霞

鸞
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、
、
、
、

御
薗
覧
席
は
大
部
分
椅
子
席
に
な
っ

て
居
り
夜
す
か
ら
お
一
人
で
も
御
愉

快
に
洋
服
で
も
お
榮
に
御
見
物
が
出

末
、
ま
た
お
出
入
が
御
自
由
で
す
。

、
、
、
、

前
賣
切
符
・
壼
等
席
の
お
切
符
は
五

日
前
か
ら
登
賣
致
し
ま
す
。
ま
た
五

日
以
後
の
お
切
符
も
壼
等
席
に
限
り

御
豫
約
申
し
上
げ
ま
す
か
ら
上
圏
の

座
席
表
に
依
つ
て
お
早
く
御
望
み
の

御
場
席
を
お
呻
し
込
み
に
な
れ
ば
お

心
の
ま
4

に
お
好
き
な
慮
が
御
自
由

に
と
れ
ま
す
。
御
用
命
の
お
節
お
呼

出
し
の
電
話
は

南
四
七
壷
壷
番
で
御
座
ゐ
ま
す
。

、
、
、
、

切
符
賣
場
・
右
指
定
席
切
符
は
嘗
日

前
賣
と
も
正
面
西
側
本
家
入
口
に
て

登
賣
し
て
居
り
ま
す
。

1
一
等
席
•
一1一
等
席
切
符
は
嘗
日
正
面

入
口
に
て
登
賣
致
し
ま
す
。
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